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お問合せ

岡 山 理 科 大 学

OUSフォーラム 2026
－ 基礎から応用・未来技術への出会いと対話 －

プログラム

日　　時

会　　場 岡山コンベンションセンター
〒700-0024　岡山市北区駅元町14番1号　TEL 086-214-1000

参 加 費

2026年 8月 27日（木）13：00 ～18：15（受付開始時間 12：30）

無料 ●駐車場の無料サービスはございません。
　お車でお越しの際は近隣の有料駐車場をご利用いただくか、
　公共の交通機関をご利用ください。  

「半導体は、あなたのすぐそばにある」― 暮らしを支える技術と、岡山から世界を支えるタツモの役割 ―

タツモ株式会社

1988年　タツモ株式会社入社
2016年　取締役就任
2019年　常務取締役就任 
2021年　取締役副社長就任
2023年　代表取締役社長就任
　　　　  現在に至る 

講演要旨：
半導体は、スマートフォン、自動車、家電、AI機器など、現代の暮らしを支える基盤
技術です。本講演では、半導体が私たちの身近な生活の中でどのように使われている
かをわかりやすく紹介するとともに、その生産を支える半導体製造装置の役割につい
て解説します。あわせて、岡山に本社を置くタツモ株式会社が、先端パッケージ分野
をはじめとする技術領域で、世界の半導体産業にどのように貢献しているかを紹介
し、地域企業と先端技術とのつながり、ものづくりの魅力、そして未来社会を支える
産業の可能性についてお話しします。

代表取締役社長　佐藤 泰之 様
さとう やすゆき

❶岡山理科大学 研究・社会連携機構長 挨拶　 教　授　南　 善子

❷学生や研究者の「挑戦の機会」を創出 准教授　本下 真次

教　授　林　 恒宏❸価値共創のための産学連携による事業と可能性

教　授　東村 秀之

● 産学官金連携事例紹介　14：15～15：00【会場：3階 コンベンションホール】

● ポスター発表（121件）　15：10～17：10【会場：1階 イベントホール】
 　　　　　
● 交流会 産学官金連携奨励賞の発表と表彰　17：25～18：15【会場：2階 展示ホール】

第26回

● 受付開始　12：30～【会場：3階 コンベンションホール前ロビー】
● 学長挨拶　13：00～13：10【会場：3階 コンベンションホール】
● 特別講演　13：10～14：00【会場：3階 コンベンションホール】

岡山理科大学 副学長

岡山理科大学 
アントレプレナーシップセンター長

岡山理科大学
経営学部 経営学科

❹次世代６Ｇ通信用電子基板材料 岡山理科大学
理学部 基礎理学科

受付：ポスター発表からご参加の場合は、1階イベントホールロビーへ直接お越しください。

�（国研）科学技術振興機構、中国経済産業局、岡山県、岡山県教育委員会、（公財）岡山県産業振興財団、岡山県市長会、岡山県町村会、
岡山市、岡山市教育委員会、倉敷市、玉野市、岡山県経済団体連絡協議会、（一社）岡山県商工会議所連合会、岡山県商工会連合会、
岡山県経営者協会、（一社）岡山経済同友会、岡山県中小企業団体中央会、（一社）システムエンジニアリング岡山、　
（一社）中国地域ニュービジネス協議会、（一社）岡山県発明協会、（公社）山陽技術振興会、おかやま信用金庫、国土交通省中国地方整備局、
岡山県工業技術センター、岡山リサーチパークインキュベーションセンター、㈱トマト銀行、岡山県医用工学研究会、
岡山県中小企業家同友会、山陽新聞社

選ばれる大学を目指して
　このたびはOUSフォーラム2026にご参加いただき、ありがとうございます。このフォーラムは、
本学の教育研究シーズのご紹介を通して、みなさまに本学をより深くご理解いただくことを目的と
しております。
　1964年に開学した本学は、時代の要請に応え、組織を充実させ、現在では通信教育部を合
わせて9学部21学科1コースを擁する、中四国最大規模の私立大学となりました。今年度は、「ア
ントレプレナーシップセンター」と「いきものQOLセンター」を新たに設置し、活動を開始しました。
　大学に企業との共同研究を成果として求められるようになってすぐの2001年にスタートした
OUSフォーラムは、今年で26回目を迎えます。企業との連携を目的としたイベントとしては、当時、
全国に先駆けた取り組みであり、そこにはすでに、本学が研究シーズを通して地元岡山に貢献し
たいという明確な意志がありました。現在では、教育シーズなども加え、本学の総合力を情報発
信する場となっています。

　本学は、教育と研究を一体不可分とする立場を堅持し、研究を通してはじめて可能となる教育を大切に考え、学生、地域、
社会、そして世界から選ばれる大学を目指してまいりました。その成果は、THE世界大学ランキング2025，2026へのラン
クインに続いて、アジア、日本、学際科学、分野別、SDGs、合わせて６つの部門すべてにおけるランクインとして結実しました。
　これからも本学は、研究を通して、本学の建学の理念でもある、学生一人一人の能力を最大限に引き出す教育を実践し、「選
ばれる大学」として評価いただけるよう、邁進してまいります。

学長　平野 博之

●�技術相談：研究・社会連携部ホームページの「技術相談」をご参照ください。  
https://renkei.office.ous.ac.jp/tech-2


